





























































































































































































































　　『言海』（大槻文彦、明治 22 ～ 24）










































































































漢語 76（87.36％） 11（12.64％） 87（100％）
和語 299（87.94％） 41（12.06％） 340（100％）
初訳のみ 外来語 0（0％） 1（100％） 1（100％）
混・その他 8（66.67％） 4（33.33％） 12（100％）
小計 383（87.05％） 57（12.95％） 440（100％）
漢語 34（94.44％） 2（5.56％） 36（100％）
和語 214（88.80％） 27（11.20％） 241（100％）
改訳のみ 外来語 1（50％） 1（50％） 2（100％）
混・その他 13（72.22％） 5（27.78％） 18（100％）
小計 262（88.22％） 35（11.78％） 297（100％）
漢語 78（97.50％） 2（2.50％） 80（100％）
和語 566（95.61％） 26（4.39％） 592（100％）
共通 外来語 2（66.67％） 1（33.33％） 3（100％）
混・その他 10（76.92％） 3（23.08％） 13（100％）
小計 656（95.35％） 32（4.65％） 688（100％）











初訳のみ 87 440 19.77%
改訳のみ 36 297 12.12%





















































































































































































































A B C D 総計
会話 1（2.08％） 3（6.25％） 44（91.67％） 0（0％） 48（100％）




























































































































































































































































































































































































































































（岩波書店 2014、原書は Eugenio Coseríu“SINCRONIĺA, DIACRONĺA, E HISTORIA, 

































J.Dubois,　M.Giacomo, M.Guespin, C.Marcellesi, J.B.Marcellesi,　J.P.Mevel, 




注 12　なお『分類語彙表』は 2004 に新版（大日本図書）が出されているが、ここで
あえて旧版を用いるのは、新版が大幅に増補されたために却って基本語彙集という
コンセプトが薄まっていると思われるからである。
注 13　「尾崎紅葉氏の談―言文一致と擬古文―」（『教育公報』242、明治 33 年 12 月
15 日）。）。
16
注 14　注Иван Сергеевич Тургенев“Записки охотника”（1852）、
Общественное достояние 2014、Kindle 版
注 15　揚妻祐樹 2016 参照。
























えなくつてよ」（改訳 p212．6 ～ 7）
坪内逍遙「長谷川君の性格」（『二葉亭四迷』易風社、明治 42）には次のようにあ
る。四迷が「二十四年前」ツルゲーネフの『父と子』を翻訳する際には、翻訳をす
るに適切な表現に乏しく、たとえば「西洋の娘を現すに持つて来い」の「今の女学
生語
ひことば
」などというものが無かった。そのなかで言葉の選択に徹底的にこだわる四迷
は「これでも味ひが違ふ、夫でも趣が出無いと、一字、一句に気を揉みぬき、稿を
改むること三度四度、尚それでも満足が出来ず、とう／∖中止してしまつた」という。
「あひゞき」改訳で現れる「てよ」には四迷の試行錯誤の跡を見ることができよう。
参考文献
揚妻祐樹 2006：条件表現から見た「語り口」の問題―三遊亭円朝の人情話速記本を
資料として―（『藤女子大学国文学雑誌』74、2006.3）
揚妻祐樹 2016：「肉声の語り―尾崎紅葉『伽羅枕』における「発話」「心話」「地」の
処理―」（『藤女子大学国文学雑誌』95、2016.11）
揚妻祐樹 2017a：「偶然確定条件からみた二葉亭四迷の文章」（『藤女子大学国文学雑誌』
95、2016.11）
揚妻祐樹2017b：「文体面から見た偶然確定条件の諸相―落語SPレコード・『夢酔独言』・
尾崎紅葉の言文一致体小説を中心に―」（金澤裕之・矢島正弘編『SP 盤落語レコー
ドが拓く近代日本語研究』笠間書院、出版予定）　
太田紘子 1997：『二葉亭四迷『あひゞき』の表記法と本文・索引』（和泉書院）
亀井秀雄 1983：『感性の変革』（講談社）
斎藤稀史 2007：『漢文脈と近代日本語』（NHKbooks）
斎藤美奈子 2002：『文章読本さん江』（筑摩書房）
中山昭彦「翻訳する／される＜言文一致＞―多言語性と単一言語性の間―」（『日本文
学』vol.47―4　1988.4）
前田愛 1973：「音読から黙読へ―近代読者の成立―」（前田愛『近代読者の成立』有精堂、
17
所収）
宮崎靖士 2004：「日本近代文学における＜方言＞使用の類型学―近代小説の語りの形
式面との関わりから―」（『日本近代文学北海道支部会報７』2004.5）
〈あげつま ゆうき／本学教授〉
